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ごあいさつ

子どもの幸せづくりのための「幼児体育」理論の普及

日本幼児体育学会 会長　前橋　明
（早稲田大学　教授・医学博士）

「幼児体育指導員」養成10周年と幼児体育理論書の編纂

子どもたちの幸せづくりに、「幼児体育」に何ができるかを考えて、日本幼児体育学会
が奮闘努力してきた12年が過ぎようとしています。幼児体育の理論と実践のノウハウを、
多くの方々に知っていただき、子どもたちを育んでほしいと、「幼児体育指導員養成講習
会（幼児体育指導員資格認定委員会）」を立ち上げました。その講習会も、今年で10年を
迎えました。早いものです。
「初級」から始まり、「中級」「上級」と膨らみ、大学での保育者養成課程や幼稚園教員

養成課程で「幼児体育講座」を指導できるようにと、「専門」コースも立ち上げてきました。
そして、「リズム運動指導員」資格、「運動遊具の安全管理・安全指導スペシャリスト」養
成も加わり、現在までに6,000人もの幼児体育指導員を輩出して参りました。

そして、この10周年を記念して、資格認定委員会として、世の中に役立つものを残そう
と、本理論書を編纂することにいたしました。本書は、本講習会の講座で指導されている
幼児体育テキストの理論内容でもって構成しております。これからの幼児体育や保育、教
育、福祉をはじめとする指導者の皆様の道しるべとして、少しでもお役に立つことを願い、
まとめてみました。本書が有効に使われることを祈っております。

討議・討論は、私たちの「心育」の場

　子どもたちの健全育成に何が必要かという話になりますと、サンマ（時間・空間・仲間：
３つの間 [ マ ]）と答える方は、非常に多いと思います。子どもの成長にとっては、その
３つの要素は必要不可欠ですが、子どもだけでなく、それを奨励する私たち指導者にも、
サンマによる成長が必要です。
　毎年の学会大会への参加を例にとってみますと、学会大会に、まず、①会員の皆様が時
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間を調整し、研鑚の時間を捻出してくださること（時間）、そして、②発表の場を実行委
員会が設けてくださること（空間）、さらに、学会大会に、③熱い想いをもった研究者仲
間が集まること（仲間）が、私たちが成長するためのサンマです。また、大会を支えるた
めに、自分のことだけを考えるのではなく、会の成長・発展のためにも、自分がその場に
出て参加したり、係を担ったりするだけでも協力になると考えて、ご参加くださる多くの
関係者や学生スタッフの皆様は、最高の「仲間」です。
　しかしながら、サンマが整っていても、やはり、人々とのかかわりの中で、良い方向に
導く情報の提示や仲間のリーダーシップ、討論などが必要です。心の育ちを応援する「心
育」とでも申しましょうか、または、「徳育」でしょうか。その導きをしてくださるのが、
参加者の皆様であり、参加者による討議・討論の時間なのです。
　学会大会という研鑚の場において、討議・討論により、磨かれた多くの学びや情報を得
てもち帰り、子どもたちのために使ってくださることが、学会の願いです。
　そして、討議・討論の時間中に大切なことは、「いくら知っていることが多くても、学
びの多い人・成長する人は、自分の受け皿を少し空にして、人の発表や意見、考え、感想
を聞く」ということです。それが、会員が伸びる秘訣だと思っています。私も、学会大会
では、皆様方のご発表をしっかり拝聴させていただき、少しでも成長していきたいと考え
ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

これからの夢

これからの歩みの中で、「幼児体育」に関する多くの研究知見や、皆様のすばらしい知
恵が結集されて、第２号が編纂されますことを楽しみにさせていただき、筆を置くことに
いたします。

2016年12月25日吉日
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